



アのアカウント情報 (通常は､ Facebookや Twitterのようなメジャーなサー
ビスにおけるアカウント) を使って､ 対象のサービスのアカウントを作成す
る方法である｡ ソーシャルログイン時には､ ユーザが元々使っていたサービ
















キーワード：ユーザ行動分析 (user behavior analysis)､ ソーシャルメディ
ア (social media)､ フォロー関係 (follow graph)､ ソーシャ
ルログイン (social login)､ ソーシャルブートストラップ
(social bootstrapping)
対象サービス) に､ ユーザに関する情報が受け渡される｡ そのため､ 新規ユー
ザは通常ならアカウント作成に必要な自分自身に関する情報の入力を省くこ
とができる｡ 上記の情報には､ ユーザ名やメールアドレスだけでなく､ 既存
サービスで入力したデモグラフィック情報 (人口統計学的属性の情報) や､
登録した友人情報､ 行った活動 (投稿､ ｢いいね！｣) の情報も含まれること










いてユーザ推薦を行っているものと思われる (Kontaxis, Polychronakis and
Markatos 2012)｡ また､ これらの情報を用いてユーザ推薦を行えば､ 新規に
ユーザ情報を入力させてアカウント作成する場合に問題となるコールドスター







ているユーザ (または､ 長期間活発に活動を行っていないユーザ) が､ サー






いては､ そのアクティブさ (以降､ アクティブ度) をソーシャルメディア上
の投稿数と ｢いいね！｣ の数で表す｡ また､ ソーシャルメディアには自分と
相手との双方が許可することによって友人登録が成立するサービスと､ 自分
から相手に一方的にリンクを張り､ 相手のアップデートの情報を受け取るこ
とができるサービス (一般に､ ｢フォロー｣ 行為と呼ばれる) が存在するが､
本稿の以降においては､ これらの両方を ｢フォロー｣ という言葉を用いて議
論を展開することにする (実際に調査に用いるサービスは ｢フォロー｣ の機
能を提供している)｡ また､ ｢長期間｣ という期間については､ 数か月程度か
ら数年程度までの幅が考えられるが､ 本研究における調査では､ 調査の効率




















友人のフォローは､ ソーシャルブートストラッピング (Zhong et al. 2014,
Miller, Chang and Terveen 2015) と呼ばれる｡ 次いで､ 上記のユーザのタイ
プごとに､ これらのユーザをフォローしている新規ユーザは､ その後､ 長期
的にサービスを利用しているかどうかを調べる｡ すなわち､ 本研究で明らか

















ており､ 多くの新規ユーザが獲得できると思われる｡ これらのことから､ 本
調査を行うに当たって適切なソーシャルメディアであると考える｡
本論文は以下のように構成されている｡ まず第２章で関連研究について述
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Polychronakis and Markatos 2012, Wang, Chen and Wang 2010)｡ 特に Kontaxis
らは Facebookを使用したソーシャルログインでは､ ユーザに関する多くの
情報が引き渡されていることを報告している (Kontaxis, Polychronakis and
Markatos 2012)｡
Millerらはソーシャルブートストラップしたユーザが Pinterestに対して


















る｡ Zarroらは Pinterestのユーザに質問し､ ユーザが Pinterestをソーシャ
ルネットワークというよりも､ コンテンツを提供するサービスとして捉えて
いることを明らかにした (Zarro, Hall and Forte 2013)｡ Mittalらは Pinterest
上で約300万人のユーザプロファイルを取得し､ フォローしているユーザ数
に対して､ フォロワ (フォローしてくれているユーザ) が極端に多いユーザ
はほとんど存在しないことを報告した (Mittal et al. 2013)｡ また､ Gelleyら
はフォローとユーザの複数の種類の活動について調査し､ フォローが画像の
探索や収集にあまり影響しないことを発見した (Gelley and John 2015)｡
また､ ユーザをいくつかの種類に分けて､ その活動を調査した研究も存在
する｡ Gilbertらはユーザの性別や国籍によって､ ピンが他のユーザにリピ
ン (共有) されたり､ フォロワの数に差があったりするかを調査した
(Gilbert et al. 2013)｡ 女性が男性よりもリピンが多くされることが示された
一方で､ 地理的な情報で差は見られなかった｡ Ottoniらも性別による､ 活動
の違いについて調査し､ 女性の方が男性よりもピン数が多いことを報告して
いる (Ottoni and Pesce 2013)｡ また､ 同じ興味を持つユーザによってリピ
ンが行われているのに対して､ フォローする相手はそれほど興味の一致によっ
て決まっていないということも報告している｡ これについては Changらの
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Lauwらは LiveJournalで共通の興味があるユーザは友人になりやすいと報告
した (Lauw et al. 2010)｡ また､ ThelwallはMySpaceでどういったユーザ同
士が友人となっているか調査し､ 女性が男性よりも多くの友人を持っており､
























インが使用されており､ ユーザの公開プロフィール､ 友達リスト､ メールア
ドレス､ 誕生日､ 紹介､ ｢いいね！｣ を Facebookから取得している｡ 公開
プロフィールにはデモグラフィック情報が含まれている｡ また､ Facebook
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したピン､ フォロワ､ フォローしているユーザ (フォロウィ) を取得する｡
ユーザがソーシャルログインしていれば彼らの Facebookのアカウントも取





ザの ｢基本データ｣3) と ｢友達リスト｣4) のページから取得した｡ ｢基本データ｣
のページには性別､ 生年月日､ 学歴 (卒業年含む)､ 居住地､ ｢いいね！｣ が
含まれる｡ ただし､ これらの情報は Facebookユーザ全員に対して公開され





３ヶ月経過した時点で､ ユーザが活発に (アクティブに) Pinterestを利用
しているかどうかを確認する｡ アクティブさの程度を表す指標として､ アク
ティブ度を導入する｡ アクティブ度は､ ピン数と ｢いいね！｣ 数の合計によっ
て算出する｡
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3) https : //www.facebook.com/[User~name] / about または https : //www.facebook.com/
profile.php?id＝[User~ID] &sk＝about





た｡ また､ ソーシャルログインをしたユーザの内､ 121人は Facebook上の
友人をフォロー (ソーシャルブートストラップ) していた｡ これら121人の
ユーザにおいて､ フォロウィ数､ フォロウィの内の Facebookで友人である
ユーザの数､ フォロウィの内の Facebookで友人であるユーザの割合につい
て､ 平均値､ 最小値､ 最大値を第１表に示す｡ また､ フォロウィ数の分布
(その内の Facebookの友人数も含む) を第２図に示す｡ この図では､ フォ
ロウィ数が多いユーザを図の左に置いている｡
 結果と考察

















平均 35.3 15.0 0.601
最小値 1 1 0.005





















































トストラップした人数を X軸として､ アクティブ度を Y軸とした散布図を
第４図に示す｡ また､ 新規ユーザのフォロウィ中の Facebookの友人の割合




0.02)｡ ただし､ フォロウィ全員が Facebookの友人 (割合が1.0) であるユー
ザはあまり活発でない (アクティブ度が100以下) ことが分かった｡
Pinterestや Instagramなどのソーシャルログインを導入している多くのサー
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ビスがソーシャルログインしたユーザに対して､ 既存サービスの友人を提示






4.2 Research Question 2
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とユーザのアクティブ度との間には相関が見られなかった (相関係数＝




ロウィのピン数のみ考慮した理由は､ フォロウィの ｢いいね！｣ は対象ユー
ザのホームフィードには表示されないからである｡ フォロウィの１人あたり
のピン数を X軸として対象ユーザのアクティブ度を Y軸とした散布図を第





た｡ フォロー数が多いと投稿や ｢いいね！｣ の数も多くなる可能性があると
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考えたためである｡ 新規ユーザのフォロウィ数を X軸としてアクティブ度
を Y軸とした散布図を第８図に示す｡ しかし､ この図を見て分かるように､
フォロウィ数とアクティブ度に明らかな関係は見られなかった (相関係数＝
0.00)｡ したがって､ 多くのユーザをフォローしているからと言って､ 自分
も活発にピンしているとは限らないことが分かった｡
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そこで､ Facebook で性別の情報を公開していないユーザに対しては､
Pinterestのユーザ名から genderize.io5) という性別判定の APIを利用して性
別を推定した｡ genderize.ioの推定精度を確かめるために､ ソーシャルログ
インしたユーザのうち､ Facebookにおいて性別の情報を公開しているユー
ザ60人に対して､ genderize.ioで性別判定を行った｡ その結果､ 46人に対し
て性別判定の結果を得ることができ､ そのうち46人全員が正しく性別を判定





土 方 嘉 徳16




























なユーザは女性が好むファッション､ 芸術､ インテリアなどの画像 (Chang,
Harper and Terveen 2015) をピンしていたのに対して活発でない男性ユー



























ため､ ホームフィードに表示されるピンをピンしたり ｢いいね！｣ したりし
なかったと思われる｡ Pinterestは､ 女性が活動的であることが報告されて




ザはごくわずかしかいなかった｡ また､ 過去の研究では､ Pinterestでは女






































4.4 Research Question 4
既存サービスにおいて新規ユーザとそのフォロウィに共通する行動がある
場合に､ ユーザが活発であるかどうかを調査した｡ 本調査では､ 共通の友人


























で同じコンテンツに ｢いいね！｣ した友人数を X軸とし､ アクティブ度を Y
軸した散布図を第12図に示す｡
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図より､ Facebook 上で同じコンテンツに ｢いいね！｣ した友人を
Pinterest上でフォローした新規ユーザ (50人) は､ ユーザ全体に比べて活










Rokade 2014)｡ 多くのサービスでは､ 友人リストをスクロールし続けること
Pinterestにおける新規ユーザがフォローするユーザの特徴と…… 21
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で､ すべての友人を登録することができる｡ また､ すべての友人を登録する
























るユーザや共通のコンテンツに ｢いいね！｣ しているユーザ) は､ 対象サー
ビスで活発である傾向があった｡ そのため､ 単純にすべてのユーザを推薦す
るのではなく､ 共通の友人を多く持つユーザや共通の興味を持つとユーザを､






























ザのユーザ登録後３か月間でのアクティブ度 (ピン数と ｢いいね！｣ 数の合
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